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授業と家庭学習で確かな学力を身に付けさせましょう！！ 

小・中学校では子供たちの学力の向上をめざして，授業の改善・充実に取り組んでいます。

学校で学んだことをしっかりと身に付けるために，家庭学習は欠かせません。 

 「まくらざき家庭教育手帳 家庭学習ガイドブック」は，家庭学習の道標となるように作

成しました。毎日少しずつでも家庭学習をすることが，生涯にわたって自ら学び，豊かで幸

せな未来をひらくことにもつながります。 

家庭学習が習慣化して自主的に取り組むことができるよう，ご家庭におかれましては，以

下の点をご理解いただき，「まくらざき家庭教育手帳 家庭学習ガイドブック」を活用して

いただければ幸いです。 

 

（１） 家庭学習の道標 

 

（２） 家庭での学習習慣の定着 

 子供たちは放課後，そして帰宅後もいろいろな活動を行っていて，なかなか忙しい生活

を送っています。その中で，毎日決められた時間に家庭学習を行うことは大変ですが，家

庭学習を習慣化することはとても重要なことです。家庭学習の継続こそ，現在と将来の学

力の基礎を固め，発展させていくために大いに役立つものです。 

枕崎市では，「家庭学習 40・60・90・120 運動」(※)に取り組んでいます。各学年の家庭

学習時間を参考に，子供たちに合ったやり方を見つけて，励ましてあげてください。 

 

（３） 自主的な家庭学習 

 小・中学校では，学校から宿題が出されたり，自主学習のノートの提出が求められたり

することが当たり前ですが，高校では，自分に必要な学習を自ら探して取り組むことが求

められます。高校生になったときに予習・授業・復習のサイクルで自ら学習に取り組むこ

とができるように，自主的な学習を習慣化しておく必要があります。「今，必要な学習は何

か」「どのように学習するとよいか」を考え，実行する力を身に付けてほしいものです。 

 与えられた宿題に取り組むことから始めて，徐々に自主的な学習を増やしていきましょ

う。９年間かけて，子供たちが自主的に学習に取り組む力を身に付けられるよう，学校と

家庭の両サイドから支援していきましょう。 

 

 「自主学習ってどんなことをすればいいの?」と迷ったことはありませんか。この手帳

は，教科ごとに，自主学習のヒントを紹介しています。基礎編はその教科を苦手としてい

る人，発展編はその教科を得意としている人に向けた内容になっています。これらを参考

に学習に取り組ませてみましょう。そして，時々，学習方法が自分に合っているか先生に

見てもらうなどして，子供たちに合った自主学習ができるようにしてください。 

１ 家庭学習ガイドブックとは？ 
 

※ 1 日の家庭での学習時間のめやす「家庭学習 40・60・90・120運動」 

● １・２年生 → ４０分以上   ● ３・４年生 → ６０分以上 

● ５・６年生 → ９０分以上   ● 中 学 生 →１２０分以上 
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☆ 自分で必ずできるようになりましょう！！ 

 ＜帰ったら，すぐにやってしまおう！＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜明日の準備！忘れ物がないように！！＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜早寝・早起き・しっかり朝食！規則正しい生活を送りましょう！！＞ 

○ 制服や帽子は，片付けましたか？ 

○ 連絡帳や生活ノートを見ましょう！ 

○ プリントやお便りは出しましたか？ 

○ さあ，勉強を始めましょう！ 

・ テレビやゲーム，スマホは消しましたか？ 

誘惑に負けないようにしましょう！！ 

・ 姿勢はいいですか？ 

・ 鉛筆の持ち方は正しいですか？ 

【保護者の皆様へ】 

● 学習で大切なことは，集中す

ることです。 

● 「時計の針が○までに」「タイ

マーで○分」など，徐々に学習

時間を長くできるようにしてい

きましょう。 

● 生活のリズムをつくり，家庭

学習の習慣を付けましょう。 

勉強が終わったら・・・ 

○ 時間割は調べましたか？ 

○ 準備する物は入れましたか？ 

○ 鉛筆は削りましたか？ 

○ 筆箱の中身はそろっていますか？ 

○ ハンカチやティッシュを入れましたか？ 

【保護者の皆様へ】 

● 「整理整頓」「次の学習準備」は，

学習の基本です。ランドセル・制服・

教科書・ハンカチ・連絡帳などの置き

場所を決めておきましょう。 

● 一つ一つ自分でできるようになるま

で，見守りつつ励ましてください。 

２ 家庭学習の前に・・・ 



~ 3 ~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の皆様へ】 

● 「ありがとう」「助かったよ」等，感謝の気持ちを

伝えることで，やさしい気持ちと意欲が芽生えま

す。 

● 手伝いを続けることで，責任感や忍耐力が養われ

ます。家の仕事は，自立への第一歩です。 

＜家の中で・・・＞ 

○ できることは自分でやりましょう。 

・ 靴並べ，食器運び，風呂掃除，上履き

洗い…，いろいろあります。 

・ できることを増やしましょう。 

そして，続けましょう。 

○ 本を読みましょう。 

 ・ ｢1日 20分読書｣に取り組みましょう。 

 ・ どんな本が好きですか。いっぱい読ん

でお気に入りの本を見つけましょう。 

 ・ 毎月 23日は｢親子読書の日｣です。家族

で読書に取り組みましょう。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

【保護者の皆様へ】 

● 読書をすると言葉が増え，「表現力」や「想像力」

が豊かになります。 

● 本が好きになるように，身近なところ 

に本を置いたり，読み聞かせや親子読書 

などに取り組んだりしましょう。 

● 大人が読書をする姿を見せることは大切です。 

ゲームやスマホをしすぎていませんか？ 
ゲームやスマホ等には，心の発達・脳の発達，知的能力・視力・体力など

への良くない影響が指摘されています。 

機器を使用する時間や場所を，親子で話し合って決め，守りましょう。 

市校外生活指導連絡会共通理解事項及び市ＰＴＡ連絡協議会重点事項 

「インターネット環境機器の使用は午後９時までとする」を守りましょう。 

＜地域の中で・・・＞ 

○ 人と遊びましょう。 

○ 行事に参加しましょう。 

祭り，伝統行事，清掃活動… 

○ 友だちと昔の遊びに挑戦しましょう。 

かくれんぼ，けん玉，竹とんぼ…など 

＜自然の中で・・・＞ 
○ 花や野菜を育てましょう。 

○ 生き物を育てましょう。 

○ 草花で遊びましょう。 

○ 星や月を見てみましょう。 

○ 自然の中で遊びましょう。 

【保護者の皆様へ】 

● 機械とばかり遊ぶより，人と遊びましょう。 

● 人とつながり，体を動かして遊ぶことは，体力

だけでなく，協調性や忍耐力，そして思いやりの

心を育て，生きる力を身に付けさせてくれます。 

● 親子で地域の行事に参加して，大人も子供も，

「顔」でつながり，「声」でつながり，「心」でつ

ながりましょう。 

【保護者の皆様へ】 

● バーチャルなものではなく，本物に触れさせ

ましょう。五感が発達します。 

● 自然の中には，子供の胸がときめく発見がい

っぱいあります。また，自然の恵みや 

厳しさも学べます。「生きる知恵」 

を育む体験をたくさんさせましょ 

う。 

３ 家庭学習以外にも取り組んでほしいことがあります！ 
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ときどき 

書
か

き直
なお

して 

みよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
か

いてみよう①！！ 

いつも 

休
やす

み 

   ちゃんと守
まも

れてい

るかな？ときどき振
ふ

り返
かえ

ってみよう！ 

勉強
べんきょう

時間
じ か ん

の目標
もくひょう

 

時間
じ か ん

 

分
ふん

  

    時間
じ か ん

を決
き

めて，家
いえ

で 

勉強
べんきょう

しているかな？ 

勉強
べんきょう

時間
じ か ん

の目標
もくひょう

 

時間
じ か ん

 

分
ふん
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１ 家
いえ

での学習
がくしゅう

の流
なが

れ

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習
がくしゅう

する時間
じ か ん

のめやす 

 

 

 

 

３ 気
き

を付
つ

けること  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「まくらざき家庭
か て い

教育
きょういく

手帳
てちょう

」の自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

での活用
かつよう

の仕方
し か た

 

 

 

 

ステップ１…まず，学校
がっこう

から出
だ

された宿題
しゅくだい

をしよう。 

ステップ２…次
つぎ

に，自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

（復習
ふくしゅう

や学習
がくしゅう

ノート作
づく

りなどを）しよう。 

※ 「まくらざき家庭
か て い

教育
きょういく

手帳
てちょう

」の６ページから３３ページを参考
さんこう

にしよう。 

ステップ３…最後
さ い ご

に，次
つぎ

の日
ひ

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしよう。 

〇 部屋
へ や

の中
なか

や 机
つくえ

の中
なか

などを整理
せ い り

し，学習
がくしゅう

しやすい雰囲気
ふ ん い き

をつくりましょう。 

〇 家
いえ

では，必
かなら

ず学習
がくしゅう

の時間
じ か ん

を確保
か く ほ

しましょう。（毎日
まいにち

の積
つ

み重
かさ

ねが大切
たいせつ

です。） 

〇 毎日
まいにち

続
つづ

けて（めやすの時間
じ か ん

以上
いじょう

）学習
がくしゅう

しましょう。 

〇 テレビを見
み

ながらなど，「ながら」学習
がくしゅう

をせずに，集 中
しゅうちゅう

して学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

 

みましょう。（スマホやゲーム機
き

は，学習
がくしゅう

の前
まえ

に片付
か た づ

けましょう。） 

〇 「早寝
は や ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ご飯
はん

」を心
こころ

がけ，規則
き そ く

正
ただ

しい生活
せいかつ

を送
おく

りましょう。 

      

小学校
しょうがっこう

１～２年
ねん

 … ４０分
ぷん

  小学校
しょうがっこう

３～４年
ねん

 …  ６０分
ぷん

 

小学校
しょうがっこう

５～６年
ねん

 … ９０分
ぷん

  中学校
ちゅうがっこう

１～３年
ねん

 … １２０分
ぷん

 

 〇 各教科
かくきょうか

の進
すす

め方
かた

の内容
ないよう

は，「基礎編
き そ へ ん

」と「発展編
はってんへん

」に分
わ

けています。 

 〇 苦手
に が て

な教科
きょうか

は「基礎編
き そ へ ん

」を，得意
と く い

な教科
きょうか

は「発展編
はってんへん

」を参考
さんこう

にしてください。 

 

 

。 
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〔ノートの例
れい

〕 【文字
も じ

の練習
れんしゅう

】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１～３年生編 こくご 言葉
こ と ば

をふやして，めざせ国語
こ く ご

名人
めいじん

！！ 

基礎編
き そ へ ん

 
○ 音読

おんどく

…今
いま

，勉強
べんきょう

しているところを読
よ

もう。 

○ 文
も

字
じ

…習
なら

った「ひらがな」「カタカナ」「漢字
か ん じ

」をノートに書
か

こう。 

○ 視
し

写
しゃ

…今
いま

，勉強
べんきょう

しているところを書
か

き写
うつ

そう。 

○ 読書
どくしょ

…いろいろな本
ほん

を読
よ

もう。（苦手
に が て

な人
ひと

は，絵本
え ほ ん

から読
よ

んでみよう。） 

★こんな勉強
べんきょう

をしてみよう★ 

発展編
はってんへん

 
○ 暗唱

あんしょう

…今
いま

，勉強
べんきょう

しているところを覚
おぼ

えよう。 

○ 文
も

字
じ

…習
なら

った文字
も じ

を使
つか

って短
みじか

い文
ぶん

を作
つく

ろう。 

○ 読書
どくしょ

…物語
ものがたり

やいろいろな種類
しゅるい

の本
ほん

を読
よ

もう。 

毎日
まいにち

少
すこ

しずつでも，続
つづ

けることが大切
たいせつ

です。 

「学習
がくしゅう

の手引
て び

き」① 小学校１～3年生編 

《ポイント》 

 今
いま

習
なら

っている「ひらが

な」「カタカナ」「漢字
か ん じ

」

の練習
れんしゅう

をしてみよう。 

 

《ポイント》 

「とめ」「はね」「はらい」「おれ」「まがり」に気
き

を付
つ

けて，きれいに書
か

こう。 

 

《ポイント》 

例
たと

えば，「夏
なつ

」をイメージする言葉
こ と ば

を，習
なら

った「ひらが

な」「カタカナ」「漢字
か ん じ

」を使
つか

って書
か

こう。 

 

※ 

字じ

全
体

ぜ
ん
た
い

の
上
下

じ
ょ
う
げ

左
右

さ

ゆ

う

の
バ
ラ
ン
ス
を 

考
か
ん
が

え
な
が
ら
、
き
れ
い
に
書か

こ
う
。 

※ きれいに書
か

けているか，お

家
うち

の人
ひと

にも見
み

てもらおう。 



~ 7 ~ 

 

 

 

 

〔ノートの例
れい

〕 

【短文
たんぶん

作
づく

り】          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① いつ・どこで・だれが・何
なに

をしたのかということが分
わ

かるように書
か

こう。 

② 自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちをくわしく書
か

こう。 

③ 誰
だれ

に伝
つた

えたいかを決
き

めて書
か

こう。 

 

 

 

 

★こんなノートの書
か

き方
かた

ができたらいいね★ 

自分
じ ぶ ん

で，家庭
か て い

学習
がくしゅう

のメニューを増
ふ

やしていこう。 

《ポイント》 

① 習
なら

った漢字
かんじ

やひらが

な，カタカナが入
はい

った

文
ぶん

を作
つく

ろう。 

② 同
おな

じ漢字
かんじ

でも，ちがう 

読
よ

み方
かた

を使
つか

った文
ぶん

がい

くつもできるといいね。 

伝
つた

えるのは… 

先生
せんせい

，お父
とう

さん，お母
かあ

さん，兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

，友
とも

だち，地域
ち い き

の人
ひと

…。相手
あ い て

を探
さが

すのも楽
たの

しいね。 

【視
し

写
しゃ

】 

（教科書
きょうかしょ

などの文 章
ぶんしょう

を，ノート

にそのまま書
か

き写
うつ

すこと。） 

 

 

 

 

《ポイント》 

① 言葉
ことば

のまとまりで，覚
おぼ

え

て書
か

こう。 

② 「、」や「。」に気
き

を付
つ

けて，

丁寧
ていねい

に書
か

こう。 

 

《大 切》【短文作
たんぶんづく

り】【視
し

写
しゃ

】【日記
に っ き

】など 

書
か

き終
お

わったら，もう一度
い ち ど

読
よ

み返
かえ

してみよう。 

（書
か

いた文章
ぶんしょう

に間違
ま ち が

いはないかな。） 

【日記
に っ き

】 
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［ノートの例
れい

］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１～３年生編 しゃかい 
○ 基

き

礎編
そ へ ん

で，「よく分
わ

かる!」 

○ 発展編
はってんへん

で，「好
す

きになる!」 

  社会
しゃかい

がどんどん「楽
たの

しくなる!」 めざせ，社会科
しゃかいか

博士
は か せ

！！ 

基礎編
き そ へ ん

 
★覚

おぼ

えよう［大事
だ い じ

な言葉
こ と ば

］ 

 ① 教科書
きょうかしょ

や副読本
ふくどくほん

を声
こえ

に出
だ

して読
よ

もう。［３回
かい

以上
いじょう

］ 

 ② 地図
ち ず

記号
き ご う

カードを作
つく

ってみよう。 

 ③ 自分
じ ぶ ん

で問題
もんだい

を作
つく

って解
と

いてみよう。 

★ポイント☆ ３年生
ねんせい

…地図
ち ず

記号
き ご う

，八方
はちほう

位
い

 

できるだけ，たくさん覚
おぼ

えましょう。 

［地図
ち ず

記号
き ご う

カードを作
つく

って覚
おぼ

えよう］ 

① 単語
た ん ご

カードを用意
よ う い

します。 

② 覚
おぼ

えたい地図
ち ず

記号
き ご う

を，カードの表
おもて

に 

書
か

きます。裏
うら

にはその答
こた

えを書
か

きます。 

③ これを繰
く

り返
かえ

して，たくさんの 

カードを作
つく

りましょう。 

〇 方位
ほ う い

磁石
じしゃく

（方位
ほ う い

磁針
じ し ん

）を使
つか

って，自分
じ ぶ ん

の家
いえ

 

から見
み

た枕崎
まくらざき

市内
し な い

の施設
し せ つ

の方位
ほ う い

を調
しら

べてみ 

よう。 

（例
れい

）家
いえ

から見
み

た【     】の方
ほう

位
い

 

※ この他
ほか

にも，まだたくさんの地図
ち ず

 

記号
き ご う

があるよ。教科書
きょうかしょ

や地図帳
ちずちょう

を使
つか

 

って調
しら

べてみよう。 

※ 八方
はちほう

位
い

は，しっか 

り覚
おぼ

えよう。 
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① 学校
がっこう

で学習
がくしゅう

したことを，もう一度
い ち ど

     ［ノートの例
れい

］ 

ノートに書
か

いてみよう。 

  学校
がっこう

でノートに書
か

いたことを，も 

う一度
い ち ど

きれいに書
か

いてみましょう。 

  一度
い ち ど

では覚
おぼ

えられないことも，覚
おぼ

 

えやすくなります。 

 

② 地図
ち ず

をかいてみよう。 

家
いえ

の周
まわ

りや学校
がっこう

の周
まわ

りなどを地図
ち ず

 

記号
き ご う

を使
つか

って地図
ち ず

にしてみましょう。 

 

③ 「大事
だ い じ

な言葉
こ と ば

」を使
つか

って，クイズ 

を作
つく

ってみよう。  

  学校
がっこう

で学習
がくしゅう

した中
なか

で，「これは大
だい

 

 事
じ

だな」と思
おも

う言葉
こ と ば

が答
こた

えになるよ 

うなクイズを作
つく

ってみましょう。 

作
つく

ったら，お家
うち

の人
ひと

や友
とも

だちにク 

イズを出
だ

してみよう。 

 

 

 

④ おうちの人
ひと

と一緒
いっしょ

に枕崎市
まくらざきし

を探
たん

検
けん

しよう。 

「工場
こうじょう

がたくさんあるところ」「お店
みせ

がたくさん 

あるところ」など，学校
がっこう

で学習
がくしゅう

したところに，お家
うち

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に行
い

ってみよう。 

校区
こ う く

の中
なか

や枕崎市
まくらざきし

の中
なか

には，たくさんすてきな場所
ば し ょ

があります。魅力
みりょく

を探
さが

して，ノー

トにまとめてみよう。 

 

 

 

 

進
すす

んでやってみよう！！ 

自分
じ ぶ ん

の校区
こ う く

や枕崎市
まくらざきし

の魅力
みりょく

がつまったノートを作
つく

ってみましょう。 

発展編
はってんへん

 

〇 自分
じ ぶ ん

たちが住
す

んでいる枕崎
まくらざき

市内
し な い

の様子
よ う す

を 

地図
ち ず

記号
き ご う

で表
あらわ

してみよう。 

【クイズの例
れい

】 

わたしの家
いえ

から見
み

て南東
なんとう

の方角
ほうがく

に【  】が

あります。【  】の中
なか

には，何
なに

が入
はい

りますか。 
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〔ノートの例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１～３年生編 さんすう １ 繰
く

り返
かえ

し練習
れんしゅう

しましょう。 

２ 絵
え

や図
ず

をかいて，考
かんが

えましょう。 

３ 身
み

の回
まわ

りの算数
さんすう

を見
み

つけてみましょう。 めざそう算数
さんすう

名人
めいじん

！ 

基礎編
き そ へ ん

 
① 間違

ま ち が

えた問題
もんだい

をもう一度
い ち ど

解
と

こう。 

② 授業
じゅぎょう

で自信
じ し ん

のなかった問題
もんだい

をもう一度
い ち ど

解
と

こう。 

③ 計算
けいさん

のしかたを書
か

こう。 ○ 計算
けいさん

ドリルの問題
もんだい

ををくり返
かえ

し解
と

こう。 

④ 用語
よ う ご

（算数
さんすう

の言葉
こ と ば

）を覚
おぼ

えよう。 ○ 九九
く く

を声
こえ

に出
だ

して読
よ

もう。 

⑤ 三角
さんかく

定規
じょうぎ

・コンパスを使
つか

って図形
ず け い

や模様
も よ う

をかこう。 

 ○ 二
に

等辺
とうへん

三角形
さんかっけい

・正三角形
せいさんかっけい

・円
えん

・模様
も よ う

  

《ポイント２》 

教科書
きょうかしょ

や計算
けいさん

ドリルのページ数
すう

を書
か

き，

問題
もんだい

も番号
ばんごう

までしっかり書
か

こう。 

《ポイント４》 

解
と

き終
お

わったら，自分
じ ぶ ん

で答
こた

え合
あ

わせとや

り直
なお

しをして先生
せんせい

にノートを提出
ていしゅつ

しよう。 

《ポイント１》学習
がくしゅう

したところを書
か

こう。 

《ポイント３》 

 計算
けいさん

問題
もんだい

は，必
かなら

ず筆算
ひっさん

まで書
か

こう。くり

上
あ

がりやくり下
さ

がりがある場合
ば あ い

は，それら

の計算
けいさん

のあとも残
のこ

しておこう。 

《ポイント》 

学習
がくしゅう

した図形
ず け い

について，図
ず

と言葉
こ と ば

でま

とめよう。長
なが

さも考
かんが

えてかくと，図形
ず け い

を

かく練習
れんしゅう

にもなるね。 
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〔ノートの例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発展編
はってんへん

 
① 授業

じゅぎょう

で習
なら

ったことを使
つか

って問題
もんだい

を作
つく

ろう。 ② 教科書
きょうかしょ

の練習
れんしゅう

問題
もんだい

をしよう。 

③ 身
み

の回
まわ

りから算数
さんすう

を見
み

つけて調
しら

べよう。 

 ・ いろいろな物
もの

や場所
ば し ょ

の長
なが

さを予想
よ そ う

して測
はか

ろう。 ・ かかった時間
じ か ん

を計
はか

ろう。など 

自分
じ ぶ ん

で，家庭
か て い

学習
がくしゅう

のメニューを増
ふ

やしていこう。 

《ポイント》 

 たし算
ざん

・ひき算
ざん

・かけ算
ざん

・ 

わり算
ざん

を使った文章
ぶんしょう

問題
もんだい

を

考
かんが

えよう。 

① 自分
じ ぶ ん

の身
み

の回
まわ

りに，算数
さんすう

の問題
もんだい

になりそうなもの

がないか探
さが

してみよう。 

② たし算
ざん

・ひき算
ざん

・かけ算
ざん

 

 ・わり算
ざん

のどれを使
つか

うか

考
かんが

えよう。 

③ 立式
りっしき

をして，筆算
ひっさん

までし

っかり書
か

こう。 

 

※ ふだんから，身
み

の回
まわ

りに 

 算数
さんすう

の題材
だいざい

になるものが

ないか探
さが

してみよう。 

 

《ポイント》課題
か だ い

やめあてをきちんと書
か

こう。 

《ポイント》 

 ㎝だけではなく，㎜の単位
た ん い

までしっかり測
はか

ろう。 

《ポイント》 

単位
た ん い

を変
か

えた長
なが

さも書
か

くよ

うにしよう。 

※ 単位
た ん い

換算
かんさん

ができるように 

 なろう。 

【算数
さんすう

の文章
ぶんしょう

問題
もんだい

】 

 ① 文章
ぶんしょう

題
だい

を書
か

く。 

 ② 式
しき

を立
た

てる。（立式
りっしき

） 

 ③ 計算
けいさん

をする。（筆算
ひっさん

も，消
け

さずに必
かなら

ず残
のこ

しておく。） 

 ④ 答
こた

えを書
か

く。【例
れい

】（答
こた

え）（答
こたえ

）（Ａ）→線
せん

を引
ひ

く。 

（例
れい

）〇まい，〇回
かい

，○㎝，○ｍ → 単位
た ん い

を忘
わす

れない。 
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〔ノートの例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１～３年生編 

り か 
理科
り か

博士
は か せ

になって， 

科
か

学者
がくしゃ

をめざそう！ 

○ 理科
り か

が楽
たの

しくなり，理科
り か

に強
つよ

くなるひけつを覚
おぼ

えよう。 

基礎編
き そ へ ん

 
① 勉強

べんきょう

したところの教科書
きょうかしょ

を読
よ

もう。 

② 教科書
きょうかしょ

の「まとめ」を自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

ノートに写
うつ

そう。 

③ 教科書
きょうかしょ

にのっている昆虫
こんちゅう

や植物
しょくぶつ

を家
いえ

でも探
さが

してみよう。 

④ 授業
じゅぎょう

で学
まな

んだことを利用
り よ う

して，おもちゃを作
つく

ってみよう。 

 ○ ゴム ・風
かぜ

 ・磁石
じしゃく

 ・電気
で ん き

 など 

①  いろいろな昆虫
こんちゅう

や植物
しょくぶつ

を家
いえ

でも育
そだ

てて，つくりや育
そだ

ち方
かた

を観察
かんさつ

してみよう。 

② 家
いえ

で観察
かんさつ

した昆虫
こんちゅう

や植物
しょくぶつ

の観察
かんさつ

記録
き ろ く

を付
つ

けて整理
せ い り

しよう。 

③ 家
いえ

にある材料
ざいりょう

や道具
ど う ぐ

を使
つか

って実験
じっけん

してみよう。 

④ 分
わ

かったことや不思議
ふ し ぎ

に思
おも

ったことは，そのままノートに書
か

いておこう。 

⑤ 授業
じゅぎょう

で学
まな

んだことを組
く

み合
あ

わせて楽
たの

しいおもちゃ作
づく

りをしよう。 

 ○ ゴム ・風
かぜ

 ・磁石
じしゃく

 ・電気
で ん き

 など 

⑥ 作
つく

ったおもちゃの「作
つく

り方
かた

」や「設計図
せ っ けい ず

」を自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみよう。 

★教科書
きょうかしょ

のまとめを写
うつ

そう★ 

分
わ

かったことや考
かんが

えたことをノートに書
か

いておこう。 

《ポイント》 

①「大切
たいせつ

な言葉
こ と ば

は赤
あか

で書
か

く。」 ②「大事
だ い じ

な部分
ぶ ぶ ん

は赤
あか

で囲
かこ

む。」 

③「覚
おぼ

えておきたいところは線
せん

を引
ひ

く。」 
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〔ノートの例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 注
ちゅう

  意
い

 》 

● かんだり，さしたりする虫
むし

には十分
じゅうぶん

気
き

を付
つ

けよう。 

● 観察
かんさつ

が終
お

わったら，昆虫
こんちゅう

はにがしてあげよう。 

● 海
うみ

や川
かわ

などあぶないところへは行
い

かないようにしよう。 

● むやみに昆虫
こんちゅう

や植物
しょくぶつ

をとらないようにしよう。 

《ポイント》学習
がくしゅう

ノートの見本
み ほ ん

の他
ほか

にも，家
いえ

にあるいろいろな物
もの

を調
しら

べてみよう。 

 （実験
じっけん

の続
つづ

きの例
れい

） 

  ・ アルミホイル → 電気
で ん き

を通
とお

すか？ 磁石
じしゃく

に付
つ

くか？ 

  ・ ５０円
えん

玉
だま

   → 電気
で ん き

を通
とお

すか？ 磁石
じしゃく

に付
つ

くか？ 

 （その他
ほか

の実験
じっけん

や観察
かんさつ

の例
れい

） 

  ・ 形
かたち

が変
か

わると物
もの

の重
おも

さは変
か

わるのだろうか。 

  ・ 自分
じ ぶ ん

の家
いえ

の近
ちか

くにいる昆虫
こんちゅう

を調
しら

べよう。 

家
うち

でやってみよう！！ 発展編
はってんへん

 

《ポイント》 

理科
り か

の教科書
きょうかしょ

を参考
さんこう

にして，他
ほか

に

もどんな実験
じっけん

ができるのか考えてみ

よう。 

《ポイント》 

まとめは赤
あか

で書
か

いたり，大事
だ い じ

な

部分
ぶ ぶ ん

を赤
あか

で囲
かこ

んだりしよう。 

 

〇 自分
じぶん

の言葉
ことば

で分
わ

かりやす

く結果
け っ か

をまとめてみよう。 

安全
あんぜん

に気
き

を付
つ

けて，いろいろ 

チャレンジしてみよう。 

《ポイント》 

実験
じっけん

の結果
け っ か

は，図
ず

や表
ひょう

などに

分
わ

かりやすくまとめよう。 
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１ 家庭学習で「学ぶ力」を育てましょう！ 

小・中学校での学習は，子供たちが将来社会人として自立するための基礎となる「学ぶ

力」を育てます。「学ぶ力」とは，「もっと調べてみたい」「もし…だと，これからはど

うなるのだろう」「なぜ…なのだろう」などと，自分の中に生じた疑問を基にしながら，

これまで学んできた知識を生かし，見通しをもって考える力のことです。この力は，学校

の授業の中はもちろんのこと，家庭学習においても同時に育んでいかなければならないも

のになります。そのようなことから，本市では「家庭学習40･60･90･120運動」の積極的推

進を図っています。 

これからの人生では，困難なことがあっても決してくじけず，何事にも積極的にチャレ

ンジしようとする人材の育成が望まれています。毎日の家庭学習の習慣を身に付けさせる

ことで，子供の主体性や自律性を伸ばし，目標をもって人生を心豊かに生きる力につなげ

ていき，延いては子供たち自身の将来への大きな財産となるようにしていくことが今強く

求められています。 

枕崎市の子供たちの家庭学習が，今後さらに充実していくために，この冊子が積極的に

活用されることを願っています。 

※ 家庭教育手帳を活用する場として → 家庭教育学級・全校ＰＴＡ・学級ＰＴＡ 

※ 枕崎市ホームページにも，家庭教育手帳のデータをアップしています。 

２ 家庭を「学び」の環境に！ 

進んで学ぼうとする力は，子供が一番安心できる家庭で，安定した生活リズムの中で，

毎日学習を積み重ねていくことで身に付いていきます。また，子供は，家族に認められ励

まされることを通して，「がんばってよかった」という充足感や「見守られている」とい

う安心感を得ることができます。子供たちが日々努力することを通して自分に自信をもつ

ことができるように，学校と家庭がお互いに協力し合い，子供の「学ぶ力」を育てていく

必要があります。 

＊ 家庭（保護者）と学校（教師）が，家庭学習の習慣化を目指して互いに協力し合う 

ことで，子供のやる気を促し，「学ぶ力」を育みます。 

＊ 子供の家庭学習が充実するように，学びの環境を整え，家族の温かいふれあいを増 

やしていきましょう。 

（そのために）「家庭や学校が心がけること」 

☆  生活リズムを整え，決まった場所と時間で,学習に集中できる環境を整える。（家庭） 

☆  がんばりを認め，励ましと家族間の対話のある温かいふれあいの場をつくる。（家庭） 

☆  基礎学力を付け，学び方を教え，主体性を育てる学習指導の推進を図る。（学校） 

☆  子供のよさを生かした家庭学習の提案を図る。（学校） 

【家庭学習の充実に向けて①】 
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◎ 漢字
か ん じ

の練習
れんしゅう

                     ◎ 視
し

写
しゃ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校４～６年生編 

国
こく

 語
ご

 
言葉
こ と ば

をふやして， 

       めざせ国語
こ く ご

名人
めいじん

！！ 

基礎編
き そ へ ん

 
○ 音読

おんどく

…今
いま

，勉強
べんきょう

しているところを読
よ

もう。 

○ 文
も

字
じ

…習
なら

った漢字
か ん じ

や熟語
じゅくご

をノートに書
か

こう。 

○ 視
し

写
しゃ

…教科書
きょうかしょ

の文
ぶん

や詩
し

，お話
はなし

などをノートに書
か

き写
うつ

そう。 

○ 読書
どくしょ

…いろいろな種類
しゅるい

の本
ほん

を読
よ

もう。 

★こんなノートの書
か

き方
かた

ができたらいいね★ 

毎日
まいにち

，少
すこ

しずつでも続
つづ

けることが大事
だ い じ

です。 

学校
がっこう

の宿題
しゅくだい

と違
ちが

うテーマで練習
れんしゅう

してみよう。 

教科書
きょうかしょ

や新聞
しんぶん

，今
いま

読
よ

んでいる本
ほん

を

視写
し し ゃ

してみよう。 

「学習
がくしゅう

の手引
て び

き」② 小学校４～6年生編 

小
学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

六
年
間

ろ
く
ね
ん
か
ん

に
習な

ら

う
漢
字

か

ん

じ

、
新
聞

し
ん
ぶ
ん

に
載の

っ
て
い
た
漢
字

か

ん

じ

、
本ほ

ん

に
載の

っ
て
い

る
漢
字

か

ん

じ

な
ど
の
練
習

れ
ん
し
ゅ
う

を
し
て
も
い
い
ね
。 
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◎日記
に っ き

・作文
さくぶん

              ◎意味
い み

調
しら

べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校４～６年生編 
発展編
はってんへん

 

○ 暗唱
あんしょう

…短歌
た ん か

，俳句
は い く

，ことわざなどを覚
おぼ

えよう。 

○ 文
も

字
じ

…習
なら

った漢字
か ん じ

の意味
い み

を調
しら

べ，熟語
じゅくご

を使
つか

って短文
たんぶん

を作
つく

ろう。 

○ 日記
に っ き

・作文
さくぶん

…自分
じ ぶ ん

でテーマを決
き

めて書
か

こう。（ニュースや身
み

の回
まわ

りの事柄
ことがら

） 

○ 読書
どくしょ

…読
よ

み終
お

わったら，感想
かんそう

を書
か

いたり話
はな

したりしよう。 

★こんなノートの書
か

き方
かた

ができたらいいね★ 

自分
じ ぶ ん

で，家庭
か て い

学習
がくしゅう

のメニューを増
ふ

やしていけるといいですね。 

○意 

言
葉

こ

と

ば

の
意
味

い

み 
 

○文 

短
文

た
ん
ぶ
ん 

マ
ー
ク
を
自
分

じ

ぶ

ん

で
決 き

め
ま
し
ょ
う
。 

 

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
、
国
際
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□ 

○
年
○
月
○
日 

日
本
人
が
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
船
長
に
な
る

と
聞
い
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

い
つ
か
、
だ
れ
も
が
宇
宙
を

旅
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
い
と
思
っ
た
。 

ニュースや身
み

の回
まわ

りの事柄
ことがら

について，感想
かんそう

や

自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

を書
か

こう。 

テ
ー
マ
：
赤 あ

か

で
線 せ

ん

を
引 ひ

く
と
見 み

や
す
く
な
り
ま
す
。 

新聞
しんぶん

やニュース，身
み

の回
まわ

りの事柄
ことがら

について，

意見
い け ん

のテーマや記事
き じ

の要約
ようやく

，意見
い け ん

を分
わ

けて書
か

こ

う。（新聞
しんぶん

記事
き じ

を切
き

り抜
ぬ

いて貼
は

ってもいいね。） 

言葉
こ と ば

の意味
い み

調
しら

べをして，短文作
たんぶんづく

りをしよう。 

読
よ

んでいる本
ほん

や教科書
きょうかしょ

の巻末
かんまつ

，国語
こ く ご

以外
い が い

の教科
きょうか

の

教科書
きょうかしょ

などに載
の

っている言葉
こ と ば

について，意味
い み

調
しら

べを 

してみよう。 
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［ノートの例］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校４～６年生編 

社
しゃ

 会
かい

 ○ 基
き

礎編
そ へ ん

で，「よく分
わ

かる!」 

○ 発展編
はってんへん

で，「どんどん好
す

きになる!」「楽
たの

しくなる!」 

めざせ，社会科
しゃかいか

博士
は か せ

！！ 

基礎編
き そ へ ん

 
★ 覚

おぼ

えよう［大事
だ い じ

な言葉
こ と ば

］ 

 ① 教科書
きょうかしょ

や副読本
ふくどくほん

を声
こえ

に出
だ

して読
よ

もう。［３回
かい

以上
いじょう

］ 

 ② 大事
だ い じ

な言葉
こ と ば

に線
せん

を引
ひ

こう，大事
だ い じ

な図
ず

を線
せん

で囲
かこ

もう。 

 ③ 大事
だ い じ

な言葉
こ と ば

や大事
だ い じ

な図
ず

をノートに書
か

き写
うつ

そう。 

★ポイント☆  

4年生
ねんせい

…鹿児島県
か ご し ま け ん

の市町村
しちょうそん

の名前
な ま え

とその位置
い ち

，110番
ばん

・119番
ばん

の連絡
れんらく

， 

     ごみを減
へ

らす工夫
く ふ う

など 

5年生
ねんせい

…都道府県名
と ど う ふ け んめい

とその位置
い ち

， 6大陸
たいりく

3大洋
たいよう

，日本
に ほ ん

を中心
ちゅうしん

とした主要
しゅよう

国
こ く

 

6年生
ねんせい

…教科書
きょうかしょ

に出
で

てくる歴史
れ き し

人物
じんぶつ

42名
めい

の名前
な ま え

，働
はたら

き，時代名
じだいめい

 など 

できるだけ，たくさん 

覚
おぼ

えましょう。 

大
事

だ

い

じ

だ
と
思
う
言
葉

こ

と

ば

に
は
、
簡
単

か
ん
た
ん

な
説
明

せ
つ
め
い

を
自
分

じ

ぶ

ん

で
書か

き
加く

わ

え
ま
し
ょ
う
。
テ
ス
ト

前ま
え

は
、
こ
こ
を
も
う
一
度

い

ち

ど

確
認

か
く
に
ん

し
ま
し
ょ
う
。 

簡
単

か
ん
た
ん

な
地
図

ち

ず

や
グ
ラ
フ
を
書か

き
写う

つ

す
の
も
い

い
で
す
ね
。 

。 
。 

「

新
あ
た
ら

し
く
学

習

が
く
し
ゅ
う

し
た
こ
と
」
や
「
大
事

だ

い

じ

な
言
葉

こ

と

ば

」
を
ノ
ー
ト
に

整
理

せ

い

り

し
て
ま
と
め
、
声こ

え

に
出だ

し
て
読よ

み
な
が
ら
覚お

ぼ

え
ま
し
ょ
う
。 
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○ 授 業
じゅぎょう

で学
まな

んだことを，もう一度
い ち ど

自分
じ ぶ ん

なりに整理
せ い り

してノートにまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① カードを使
つか

って，まとめよう。 

  小
ちい

さなリングカードを利用
り よ う

して，表
おもて

        〔ノートの例
れい

〕 

には大切
たいせつ

な言葉
こ と ば

や問題
もんだい

を書き，裏
うら

には 

説明
せつめい

を書
か

いて，いつでも確
たし

かめられる 

ようにしよう。テスト勉強
べんきょう

にも使
つか

おう。 

② 新聞
しんぶん

記事
き じ

を集
あつ

めよう。 

  授業
じゅぎょう

に関係
かんけい

する記事
き じ

や自分
じ ぶ ん

が気
き

にな 

 っている記事
き じ

を切
き

り抜
ぬ

いてノートに貼
は

り， 

自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

や考
かんが

えを書
か

こう。 

③ 家
いえ

の人
ひと

といっしょに体験
たいけん

してみよう。 

  機会
き か い

があれば，学習
がくしゅう

したことと関係
かんけい

 

 のある場所
ば し ょ

に行
い

ったり，そこでいろい 

 ろな体
たい

験
けん

をしたりしてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校４～６年生編 

発展編
はってんへん

 
学
まな

んだことを，ノート

にまとめよう。 

★ポイント☆  

4年生
ねんせい

…火事
か じ

が起
お

きたら［イラスト］， 110 番
ばん

・119番
ばん

連絡図
れん ら く ず

（詳
くわ

しくまとめたもの）， 

    鹿児島県
か ご し ま け ん

地図
ち ず

［地勢図
ち せ い ず

，土地
と ち

利用図
り よ う ず

など］，等高線
とうこうせん

と縮尺
しゅくしゃく

 

5年生
ねんせい

…日本
に ほ ん

地図
ち ず

［地勢図
ち せ い ず

，分布図
ぶ ん ぷ ず

など］，国土
こ く ど

の広
ひろ

がり，地形
ち け い

の特色
とくしょく

， 

    気候
き こ う

の特色
とくしょく

［雨
う

温図
お ん ず

］，米
こめ

の生産量
せいさんりょう

・消費量
しょうひりょう

［グラフ］， 

    漁業
ぎょぎょう

別
べつ

生産量
せいさんりょう

［グラフ］，工業
こうぎょう

地域
ち い き

，輸出入
ゆしゅつにゅう

の割合
わりあい

変化
へ ん か

［グラフ］ 

6年生
ねんせい

…各時代
か く じ だ い

の様子
よ う す

［イラスト］，歴史
れ き し

人物
じんぶつ

と年表
ねんぴょう

 など 

進
すす

んでやってみよう［カード・新聞
しんぶん

記事
き じ

・体験
たいけん

］ 

。 

。 

〉 
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〔ノートの例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校４～６年生編 

算
さん

 数
すう

 
 算数

さんすう

が得意
と く い

になるために， 

１ 復習
ふくしゅう

は「意味
い み

の振
ふ

り返
かえ

り」と「反復
はんぷく

」「継続
けいぞく

」がカギです。 

２ 絵
え

や図
ず

やグラフをかいて，ポイントを書
か

き入
い

れよう。一緒
いっしょ

にまとめるこ

とで学習
がくしゅう

した内容
ないよう

の理解
り か い

が深
ふか

まります。 

３ 生活
せいかつ

の中
なか

にも算数
さんすう

がいっぱいあります。 学習
がくしゅう

したことを生活
せいかつ

の中
なか

で 

活用
かつよう

してみましょう。 

基礎編
き そ へ ん

 
① 間

ま

違
ちが

えた問題
もんだい

をもう一度
い ち ど

解
と

こう。 

② 授業
じゅぎょう

で自信
じ し ん

のなかった問題
もんだい

をもう一度
い ち ど

解
と

こう。 

③ 時間
じ か ん

を決
き

めて計算
けいさん

ドリルの問題
もんだい

を解
と

こう。 

④ 公式
こうしき

をまとめよう。 

⑤ 用語
よ う ご

（算数
さんすう

の言葉
こ と ば

）の意味
い み

をまとめよう。 

⑥ 三角
さんかく

定規
じょうぎ

・コンパスを使
つか

って図形
ず け い

をかこう。 

 ○ 垂線
すいせん

・平行線
へいこうせん

・平行
へいこう

四辺形
しへんけい

 

 ○ 長方形
ちょうほうけい

・正方形
せいほうけい

・ひし形
がた

・台形
だいけい

 

《ポイント１》 

課題
か だ い

やめあてをきちんと書
か

こ

う。 

《ポイント２》 

実際
じっさい

に図
ず

（多角形
たかくけい

や円
えん

）をか

き，言葉
こ と ば

も書
か

き入
い

れよう。 

できなかった理由
り ゆ う

や

同
おな

じ間違
ま ち が

いをしないた

めのポイントも，まと

めておくといいね。 

目標
もくひょう

タイムを決
き

めて

取
と

り組
く

むと， 集 中 力
しゅうちゅうりょく

が高
たか

まります。答
こた

え合
あ

わせとやり直
なお

しまでや

っておこう。 

《ポイント３》 

読
よ

む人
ひと

を意識
い し き

して，分かりや

すく書
か

くようにすると，筋道
すじみち

立
だ

てて考
かんが

える力
ちから

が付
つ

きます。 

「まず」「次
つぎ

に」「最後
さ い ご

に」な

ど，順序
じゅんじょ

を表
あらわ

す言葉
こ と ば

を使
つか

って

まとめてみよう。 
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〔ノートの例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校４～６年生編 

発展編
はってんへん

 

① 授業
じゅぎょう

で習
なら

ったことを使
つか

って問題
もんだい

を作
つく

ろう。 

② 教科書
きょうかしょ

の練習
れんしゅう

問題
もんだい

を解
と

いてみよう。 

③ 身
み

の回
まわ

りから算数
さんすう

を見
み

つけて調
しら

べよう。 

 ・ 買
か

い物
もの

で概数
がいすう

を使
つか

って表
あらわ

そう。 

 ・ 買
か

い物
もの

で割合
わりあい

を使
つか

って損得
そんとく

を比
くら

べよう。 

 ・ ドライブで時間
じ か ん

・速
はや

さ・道
みち

のり（距離
き ょ り

）の関係
かんけい

を 

調
しら

べよう。（○み :道のり･○は :時間･○じ :時間） 

自分
じ ぶ ん

で，家庭
か て い

学習
がくしゅう

のメニューを増
ふ

やしていけるといいですね。 

「○み○は○じ 」の関係
かんけい

を線分図
せんぶんず

や表
ひょう

にしてみよう。中学校
ちゅうがっこう

で

も，よく出
で

てくる内容
ないよう

だよ。 

何㎞？ 

《ポイント》課題
か だ い

・めあてをきちんと書
か

こう。 

《ポイント》 

問題
もんだい

文
ぶん

を書
か

いたら，大事
だ い じ

な

ところに線
せん

を引
ひ

こう。 

《ポイント》 

○アと○イに分けて，問題
もんだい

を

線分図
せんぶんず

に表
あらわ

そう。 

《ポイント》 

線分図
せんぶんず

の上側
うえがわ

に時間
じ か ん

，下側
したがわ

に距離
き ょ り

を書
か

き入
い

れよう。 

《ポイント》 

時速
じ そ く

は 1 時間
じ か ん

に進む距離
き ょ り

だ

から，1 時間
じ か ん

当
あ

たりの距離
き ょ り

も

書
か

き入
い

れよう。 

（単位量
たんいりょう

当
あ

たりの大
おお

きさを意識
い し き

する。） 

《ポイント》 

 表
ひょう

に整理
せ い り

すると，「○み
○は○じ」の関係

かんけい

がさらによ

く分
わ

かるよ。 
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小学校４～６年生編 理
り

 科
か

 
人工
じんこう

衛星
えいせい

「はやぶさ２」を地球
ちきゅう

まで帰
かえ

した 

人
ひと

たちも，ノーベル賞
しょう

をとった人
ひと

も，みんな 

理科
り か

が大好
だ い す

きでした。 

基礎編
き そ へ ん

 
① 教科書

きょうかしょ

に出
で

てくる太字
ふ と じ

の大切
たいせつ

な用語
よ う ご

を覚
おぼ

えよう。 

② 観察
かんさつ

や実験
じっけん

のしかた，器具
き ぐ

や薬品
やくひん

の名前
な ま え

，注意
ちゅうい

することなどを覚
おぼ

えよう。 

③ 教科書
きょうかしょ

の大切
たいせつ

な図
ず

などを，自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

ノートに写
うつ

し，説明
せつめい

も付
つ

け

加
くわ

えておこう。 

④ 教科書
きょうかしょ

の「まとめ」を自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

ノートに視写
し し ゃ

しよう。 

⑤ 理科
り か

のノートを見直
み な お

し，書
か

き足
た

りないところは書
か

き加
くわ

え，書
か

き 

 方
かた

の悪
わる

いところは書
か

き直
なお

してきちんと整理
せ い り

しよう。 

⑥ 実物
じつぶつ

を見
み

たり，生活
せいかつ

の中
なか

で使
つか

われている物
もの

を探
さが

したりしよう。 

教科書のまとめを視
し

写
しゃ

 

ノートの整理
せ い り

 

身
み

の回
まわ

りにあるいろいろな物
もの

についても調
しら

べてみよう。 

《ポイント》 

教科書
きょうかしょ

の「まとめ」をノ

ートに書
か

いてみよう。 

 

《ポイント》 

実験
じっけん

の様子
よ う す

や結果
け っ か

，大切
たいせつ

なことを，自分
じ ぶ ん

の言葉
こ と ば

でま

とめてみよう。 
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小学校４～６年生編 

発展編
はってんへん

 

① 教科書
きょうかしょ

に出
で

てくる大切
たいせつ

な用語
よ う ご

の意味
い み

を自分
じ ぶ ん

の言葉
こ と ば

で書
か

いてみよう。 

② 教科書
きょうかしょ

の「たしかめよう」や「学
まな

びをつなごう」をもう一度
い ち ど

解
と

いてみよう。 

③ 授業
じゅぎょう

で学習
がくしゅう

したことを，家庭
か て い

でも確
たし

かめよう。（星
ほし

や月
つき

・天気
て ん き

の変化
へ ん か

・花
はな

や実
み

など） 

④ 理科
り か

の内容
ないよう

に関
かか

わる本
ほん

や雑誌
ざ っ し

を読
よ

んでみよう。 

⑤ 授業
じゅぎょう

で疑問
ぎ も ん

に思
おも

ったことを，図鑑
ず か ん

やインターネットを利用
り よ う

して調
しら

べよう。 

⑥ 学習
がくしゅう

したことがどこで生
い

かされているか見
み

つけよう。 

＜家
いえ

で実験
じっけん

や観察
かんさつ

をする時
とき

の注意
ちゅうい

＞ 

● 火
ひ

を使
つか

うことなど危険
き け ん

がともなうものについては，家
いえ

の人
ひと

と一緒
いっしょ

にしよう。 

● 海
うみ

や川
がわ

など危
あぶ

ないところへ行
い

くのはやめよう。 

● 夜
よる

，星
ほし

や月
つき

の観察
かんさつ

を行
おこな

うときは，家
いえ

の人
ひと

と一緒
いっしょ

にしよう。 

自分
じ ぶ ん

の言葉
こ と ば

でまとめる 

理科
り か

の教科書
きょうかしょ

の【たしかめよう】 

※ 単元
たんげん

ごとに，学習
がくしゅう

の振
ふ

り返
かえ

りができ 

る問題
もんだい

が載
の

っています。自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

をす 

る時
とき

に，とても役
やく

に立
た

ちます。 

教科書
きょうかしょ

に出てくる大切
たいせつ

な用語
よ う ご

の意味
い み

をノートに

整理
せ い り

すると理解
り か い

も深
ふか

まります。 
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３ 家庭学習って何？ 

家庭学習では，宿題だけでなく自主学習もします。 

◎ 宿題   →   学校から出される必ずしなければならない課題です。主に「読む」

「書き」「計算」などの基礎学力を身に付けることを目指します。 

◎ 自主学習 →   自分で課題を見つけ，それを基にして自分自身で進めていく学習で

す。自分自身で物事を追求することを通して，思考力や表現力など， 

未来の社会人として必要な力が身に付くことを目指します。 

<家庭学習で取り組む自主学習の進め方の例>  

国語       → 漢字や言葉の意味調べ・視写・日記・音読 

算数・数学    → 計算練習・公式を覚える・問題作り 

社会・理科・総合  → 用語など授業で学習したことをまとめる 

家庭・体育・図工 → 学習したことを家庭でも実際に試す 

英語       → アルファベット・単語・基本文型を声に出しながら書いて覚える

音読・基本文型を使った作文や会話文作り 

※  その他     

 

 

４ 家庭学習で身に付く力って？ 

基礎学力が確実に身に付くだけでなく，自分で学習する時間をつくり出そうとする態度

が「考える力」や「表現する力」，そして，見えない学力（「意欲」「自分をコントロー

ルする力」「生活リズムを整える力」「自己決定力」「集中力」「課題発見力」「課題解

決力」「豊かな自尊感情」）となって，自分自身を高めていきます。これらの力は，毎日

こつこつと努力する繰り返しの中で自然に身に付いていきます。そして，この力は社会人

となったときに力強く生きていくために必要な力にもなっていきます。 

５ 家庭学習の内容の確認を！ 

この家庭教育手帳に，発達段階に応じた家庭学習の参考例を載せています。それを基に

意欲的に学習を進めていくことが大切です。また，子供が学習に取り組んだ内容について

は，必ず家庭でも目を通していただけるとありがたいです。子供たちは，家族や教師のア

ドバイスを励みにして，次の学習にも意欲的に取り組むようになります。 

～ 家庭学習の内容の確認のポイント ～ 

①  丁寧な字で書き，文章などの誤字や脱字はないか。計算などのまちがいはないか。 

②  学習した内容が，復習や予習などの中身のあるものになっているか。 

③ 学習した内容が，自分のものになっているか。（学習したことを質問してみる。） 

● 市販のドリルや問題集の問題を解く。 ● テストのやり直しをする。 → 【全ての教科】 

● 一人一台のタブレット端末を活用して，ＡＩドリル等に取り組む。（ＩＣＴ機器の活用） 

● テレビの教育番組や英語番組などを視聴する。etc. 

【家庭学習の充実に向けて②】 
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〔ノート例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 新出
しんしゅつ

漢字
か ん じ

一覧
いちらん

［教科書
きょうかしょ

巻末
かんまつ

］の漢字
か ん じ

をノートに整理
せ い り

しよう。 

※ 画数
かくすう

に気
き

を付
つ

けながら，筆順
ひつじゅん

やとめ・はね・はらいを確認
かくにん

し，大
おお

きな字
じ

で書
か

こう。 

 ※ 訓読
く ん よ

みで漢字
か ん じ

の大体
だいたい

の意味
い み

が分
わ

かるので，一
いち

字
じ

一字
い ち じ

の訓読
く ん よ

みに注目
ちゅうもく

しよう。 

○ 同音
どうおん

異義語
い ぎ ご

・同訓
どうくん

異字
い じ

 ○ 形
かたち

が似
に

ている漢字
か ん じ

（読
よ

み方
かた

に注意
ちゅうい

） 

○ 「 熟
じゅく

字訓
じ く ん

」（特別
とくべつ

な読
よ

み方
がた

をする熟語
じゅくご

） ○ 漢字
か ん じ

の意味
い み

…熟語
じゅくご

の意味
い み

を 考
かんが

える手
て

がかりにしよう。 

② 教科書
きょうかしょ

を繰
く

り返
かえ

し音読
おんどく

しよう。  

 

中学生編 国
こく

 語
ご

 
教科書
きょうかしょ

をフル活用
かつよう

し，学
まな

びを支
ささ

える 

「言葉
こ と ば

の力
ちから

」を身
み

に付
つ

けよう！ 

・ 基礎編
き そ へ ん

では「言葉
こ と ば

」の充実
じゅうじつ

をめざします。 

・ 発展編
はってんへん

では「読解力
どっかいりょく

＋表 現 力
ひょうげんりょく

」の充実
じゅうじつ

をめざします。 

基礎編
き そ へ ん

 教科書
きょうかしょ

下段
か だ ん

「脚 注
きゃくちゅう

」の語句
ご く

をノートに整理
せ い り

しよう。 

① 辞書
じ し ょ

を使って意味
い み

を調
しら

べよう。   ② 似
に

た意味
い み

の語句
ご く

（類義語
る い ぎ ご

）を書
か

こう。 

③ 短文
たんぶん

を作
つく

ろう。   ④ 反対
はんたい

の意味
い み

の語句
ご く

（対義語
た い ぎ ご

）を書
か

こう。 

音読
おんどく

を毎日
まいにち

続
つづ

けることで，国語
こ く ご

の力
ちから

が付
つ

いていきます。 

《ポイント》 

「脚 注
きゃくちゅう

」には，学
まな

びたい語句
ご く

が示
しめ

されています。どんどん辞書
じ し ょ

を活用
かつよう

しましょう。辞書
じ し ょ

にマーカーや付箋
ふ せ ん

を付
つ

けていくのも効果的
こ う かて き

です。 

「学習
がくしゅう

の手引
て び

き」③ 中学生編 

《ポイント》 

「用例
ようれい

」は重要
じゅうよう

です。テストには，「用例
ようれい

」

で出題
しゅつだい

されることがあります。 
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※ 読
よ

んだ回数
かいすう

とかかった時間
じ か ん

を記録
き ろ く

しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ［ノート例
れい

］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発展編
はってんへん

 

☆ポイント☆ 

【予習
よしゅう

】 

「学
まな

びの道標
みちしるべ

」の課題
か だ い

について自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えをまとめよう。 

【復習
ふくしゅう

】 

① 「学
まな

びを広
ひろ

げる」「学
まな

びを振
ふ

り返
かえ

る」の課題
か だ い

について自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えをまとめよう。 

② 「学
まな

びを広
ひろ

げる」の問題
もんだい

に取
と

り組
く

み，先生
せんせい

に見
み

てもらいましょう。 

③ 教科書
きょうかしょ

巻末
かんまつ

の「資料編
しりょうへん

」を読
よ

んで，学習
がくしゅう

したことをノートにまとめてみよう。 

 

 

 

○ 語句
ご く

に関
かん

する学習
がくしゅう

は〈基礎編
き そ へ ん

〉を参考
さんこう

に取
と

り組
く

もう。 

○ 各教材
かくきょうざい

の末尾
ま つ び

にある課題
か だ い

をノートにやってみよう。 

中学生編 

○ ノートの前半
ぜんはん

には，「基礎編
き そ へ ん

」で解説
かいせつ

している

「言葉
こ と ば

」の力
ちから

を付
つ

ける課題
か だ い

に取
と

り組
く

もう。 

○ 後半
こうはん

では，教科書
きょうかしょ

の課題
か だ い

を読
よ

ん

で自分
じ ぶ ん

なりにまとめてみよう。 

衰 

微 
妙 



~ 26 ~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学習
がくしゅう

の進
すす

め方
かた

 

① 教科書
きょうかしょ

の太字
ふ と じ

で表
あらわ

した「重要
じゅうよう

語句
ご く

」や学習
がくしゅう

した「用語
よ う ご

」を覚
おぼ

えよう。 

② 「重要
じゅうよう

語句
ご く

」や「用語
よ う ご

」の意味
い み

や内容
ないよう

をまとめよう。 

［ノート例
れい

］ 

２ ノート作
づく

りの手順
てじゅん

 

① 「重要
じゅうよう

語句
ご く

」や授業
じゅぎょう

 

で学習
がくしゅう

した「用語
よ う ご

」をノ 

ートに書
か

き写
うつ

そう。 

② 「重要
じゅうよう

語句
ご く

」や「用
よう

 

語
ご

」の意味
い み

や説明
せつめい

が書
か

か 

れている部分
ぶ ぶ ん

を教科書
きょうかしょ

か 

ら探
さが

し，線
せん

を引
ひ

こう。 

③ ②で線
せん

を引
ひ

いた部分
ぶ ぶ ん

を 

ノートに「できるだけ短
みじか

 

い文
ぶん

」で書
か

き写
うつ

そう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生編 

社
しゃ

 会
かい

 ・ 基礎編
き そ へ ん

では「重要
じゅうよう

語句
ご く

」を身
み

に付
つ

けましょう。 

・ 発展編
はってんへん

では「重要
じゅうよう

語句
ご く

」同士
ど う し

のつながりまで理解
り か い

できるようにしましょう。 

基礎編
き そ へ ん

 

基礎編
き そ へ ん

と発展編
はってんへん

で，社会科
しゃかいか

を得意
と く い

教科
きょうか

にすることをめざしましょう。 

ノートができたら，覚
おぼ

えるまで何度
な ん ど

でも読
よ

み直
なお

そう。 

まずは，教科書
きょうかしょ

を書
か

き写
うつ

すことから始
はじ

めよう。慣
な

れてきたら，自分
じ ぶ ん

の言葉
こ と ば

で少
すこ

しずつ短
みじか

い文章
ぶんしょう

に工夫
く ふ う

してまとめるようにすると，さらに学習
がくしゅう

の理解
り か い

が深
ふか

まります。 
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１ 学習
がくしゅう

の進め方
すすめかた

 

 ① 教科書
きょうかしょ

の太字
ふ と じ

で表
あらわ

した「重要
じゅうよう

語句
ご く

」や学習
がくしゅう

した「用語
よ う ご

」を関連
かんれん

付
づ

けて理解
り か い

しよう。 

 ② 興味
きょうみ

をもったことを，資料集
しりょうしゅう

やインターネットなどで進
すす

んで調
しら

べてみよう。 

２ ノートづくりの手順
てじゅん

 

 ① 「重要
じゅうよう

語句
ご く

」や授業
じゅぎょう

で学習
がくしゅう

した「用語
よ う ご

」を「表
ひょう

」や「図
ず

」にまとめよう。 

 ② 資料集
しりょうしゅう

やインターネットなどで調
しら

べたことも書
か

き加
くわ

えると，さらに詳
くわ

しい内容
ないよう

のノ 

ートになります。 

③ ノートに書
か

いたことを，もう一度
い ち ど

きれいに書
か

き直
なお

してみよう。一度
い ち ど

では覚
おぼ

えられない 

ことも覚
おぼ

えやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生編 
発展編
はってんへん

 自
みずか

ら進
すす

んでやっていこう！！ 

歴史
れ き し

ノートの例
れい

 

地理
ち り

のノート例 

【歴史
れ き し

学習
がくしゅう

のポイント】 

① アジアなど「世界
せ か い

とのつながり」を 

年表
ねんぴょう

に表
あらわ

してみよう。 

② 日本
に ほ ん

の歴史
れ き し

を「政治
せ い じ

」「経済
けいざい

・文化
ぶ ん か

」

に分
わ

けてまとめてみよう。 

③ 同
おな

じ頃
ころ

の「鹿児島
か ご し ま

の歴史
れ き し

」も書
か

いて

みよう。 

【まとめのポイント】 

① 「重要
じゅうよう

語句
ご く

」や「用語
よ う ご

」を地
ち

図
ず

上
じょう

で表
あらわ

してみよう。 

② 「イラスト」や「表
ひょう

」「グラフ」などを加
くわ

えると，分
わ

かりやすいノートになります。 
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〔ノートの例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生編 

数
すう

 学
がく

 
数学
すうがく

が得意
と く い

になるために， 

・ 基礎編
き そ へ ん

では，「授業
じゅぎょう

の内容
ないよう

」を確実
かくじつ

に身
み

に付
つ

けます。 

・ 発展編
はってんへん

では，「数学的
すうがくてき

な考
かんが

え方
かた

」が育
そだ

ちます。 

基礎編
き そ へ ん

 

「基礎編
き そ へ ん

と発展編
はってんへん

」で，あなたの「数学
すうがく

の世界
せ か い

」が今
いま

よりも広
ひろ

がります。 

《ポイント１》 

教科書
きょうかしょ

や自分
じ ぶ ん

の授業
じゅぎょう

ノートを開
ひら

い

て，確認
かくにん

してみよう。 

《ポイント５》 

答
こた

え合
あ

わせは，自分
じ ぶ ん

で確認
かくにん

をしな

がら１つずつ丁寧
ていねい

にやろう。 

《ポイント７》 

疑問
ぎ も ん

や解決
かいけつ

できなかったことは， 

先生
せんせい

に分
わ

かるまで質問
しつもん

しよう。 

〔学習
がくしゅう

の進め方〕 

① 今日
き ょ う

の授業
じゅぎょう

を振
ふ

り返
かえ

ろう。 ② 授業
じゅぎょう

の例題
れいだい

を自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で解
と

こう。 

③ 自分
じ ぶ ん

の力
ちから

を確
たし

かめるために，よく似
に

た問題
もんだい

に挑戦
ちょうせん

しよう。 

《ポイント２》 

今日
き ょ う

の学習
がくしゅう

のめあてを書
か

こう。 

《ポイント４》 

教科書
きょうかしょ

や問題集
もんだいしゅう

にある類題
るいだい

に取
と

り組
く

もう。 

《ポイント６》 

間違
ま ち が

った問題
もんだい

に再
さい

チャレンジし，

すらすらできるようにしよう。 

《ポイント３》 

自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

ノートを使
つか

って，授業
じゅぎょう

で学習
がくしゅう

した例題
れいだい

を振
ふ

り返
かえ

ろう。 
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〔ノートの例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発展編
はってんへん

 

《ポイント》 

数学用語
すうがくようご

の解説
かいせつ

や大事
だ い じ

な公式
こうしき

などは，

書
か

いて確認
かくにん

できるようにしておこう。 

＜学習
がくしゅう

の進
すす

め方
かた

＞ 

① 授業
じゅぎょう

のポイントを，もう一度
い ち ど

ノートにまとめ直
なお

そう。 

② 発展
はってん

問題
もんだい

に挑戦
ちょうせん

しよう。 

③ 次
つぎ

の学習
がくしゅう

に興味
きょうみ

をもち，予習
よしゅう

をしよう。 

 

中学生編 

《ポイント》 

今日
き ょ う

の学習
がくしゅう

のめあてを書
か

こう。 

《ポイント》 

問題
もんだい

文
ぶん

は，図
ず

・表
ひょう

・グラ 

フに表
あらわ

すと分
わ

かりやすくな

ります。 

《ポイント》 

自分
じ ぶ ん

で課題
か だ い

を作
つく

って取
と

り組
く

もう。 

《ポイント》 

問題
もんだい

解決
かいけつ

のポイントを自分
じ ぶ ん

なりにま

とめておこう。 
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1 まとめよう!             ［ノート例
れい

］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 覚
おぼ

えよう!（練習
れんしゅう

問題
もんだい

や間違
ま ち が

い直
なお

しが大切
たいせつ

です！） 

 

 

中学生編 

理
り

 科
か

 
センス・オブ・ワンダー 

   ＝神秘
し ん ぴ

さや不思議
ふ し ぎ

さに目
め

を見張
み は

る感性
かんせい

 

基礎編
き そ へ ん

では，「重要
じゅうよう

語句
ご く

」を中心
ちゅうしん

に力
ちから

を付
つ

けていきましょう。 

発展編
はってんへん

では，「科学的
かがくてき

な思考力
しこうりょく

」「表 現 力
ひょうげんりょく

」を育
そだ

てましょう。 

基礎編
き そ へ ん

 
① 教科書

きょうかしょ

を参考
さんこう

に理科
り か

のノートを見直
み な お

し，書
か

き足
た

りないところは書
か

き加
くわ

え，書
か

き方
かた

の悪
わる

いところは直
なお

して，きちんと整理
せ い り

しよう。 

② 観察
かんさつ

・実験
じっけん

の方法
ほうほう

を，ねらいと関連
かんれん

付
づ

けて理解
り か い

しよう。 

③ 教科書
きょうかしょ

の太
ふと

字
じ

＝重要
じゅうよう

語句
ご く

をしっかり覚
おぼ

えよう。 

④ 観察
かんさつ

・実験
じっけん

の器具
き ぐ

や薬品名
やくひんめい

，注意
ちゅうい

事項
じ こ う

なども覚
おぼ

えよう。 

⑤ 「問題
もんだい

を解
と

こう。」「書
か

いて覚
おぼ

えよう。」「できるまで何度
な ん ど

も繰
く

り返
かえ

して練習
れんしゅう

しよう。」 

⑥ 学習
がくしゅう

した内容
ないよう

が，生活
せいかつ

の中
なか

で活用
かつよう

されているところを見
み

つけよう。 

《ポイント》 

大事
だ い じ

なポイントは，図
ず

や

絵
え

，表
ひょう

やグラフを使
つか

って

記入
きにゅう

しよう。 

 

《ポイント》 

重要
じゅうよう

語句
ご く

をまとめよう。 

① 練習
れんしゅう

問題
もんだい

やテスト問題
もんだい

の間違
ま ち が

いなどは，赤
あか

で正
ただ

しくやり直
なお

しをしよう。 

② 覚
おぼ

えるまで，そして，すらすらできるようになるまで何度
な ん ど

も問題
もんだい

に取
と

り組
く

もう。 

《ポイント》 

図
ず

などを活用
かつよう

し，大切
たいせつ

な

用語
よ う ご

を分
わ

かりやすく説明
せつめい

し

よう。 
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１ ノートの質
しつ

を高
たか

めよう! 

〔ノートの例
れい

〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 習 熟
しゅうじゅく

の質
しつ

を高
たか

めよう!（練習
れんしゅう

問題
もんだい

やテストの間違
ま ち が

い直
なお

し） 

 

 

 

 

 

中学生編 

発展編
はってんへん

 

① 理科
り か

ノートをもとに説明
せつめい

を書
か

き足
た

し，オリジナルの分
わ

かりやすいノートにまとめ直
なお

そう。 

② 教科書
きょうかしょ

の大切
たいせつ

な図
ず

なども入
い

れて，説明
せつめい

を書
か

き加
くわ

えよう。 

③ 教科書
きょうかしょ

の太
ふと

字
じ

＝重要
じゅうよう

語句
ご く

の説明
せつめい

を書
か

こう。 

④ 問題
もんだい

を解
と

こう。 

⑤ 間違
ま ち が

えた問題
もんだい

については，間違
ま ち が

えた理由
り ゆ う

やポイントを書
か

きながら理解
り か い

を深
ふか

めよう。 

⑥ 問題
もんだい

を解
と

いた後
あと

，関連
かんれん

する内容
ないよう

も調
しら

べてみよう。 

⑦ 理科
り か

の学習
がくしゅう

と日常
にちじょう

生活
せいかつ

とのつながりを考
かんが

えよう。 

⑧ さらに，学習
がくしゅう

内容
ないよう

に関連
かんれん

した疑問点
ぎ も んて ん

について調
しら

べてみよう。学習
がくしゅう

内容
ないよう

と関連
かんれん

付
づ

けて考
かんが

えてみよう。 

正
ただ

しい解答
かいとう

をしっか

り理解
り か い

します。 

重要
じゅうよう

語句
ご く

の説明
せつめい

 

語句
ご く

の説明
せつめい

には，図
ず

を加
くわ

えると分
わ

かりや 

すくなります。 

また，実験
じっけん

の結果
け っ か

等
など

は，表
ひょう

やグラフを 

用
もち

いて分
わ

かったことをまとめていきます。 

語句
ご く

に関連
かんれん

した説明
せつめい

を加
くわ

えると，より詳
くわ

しいものになります。 

間違
ま ち が

えたところについては，詳
くわ

しくまとめていきます。 

実験
じっけん

のポイントを重要
じゅうよう

語句
ご く

と共
とも

に確認
かくにん

 



~ 32 ~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

  

［ノート例］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英
えい

 語
ご

 基礎編
き そ へ ん

 

１ 基礎編
き そ へ ん

では，教科書
きょうかしょ

をしっかり音読
おんどく

することから始
はじ

めます。音読
おんどく

は非常
ひじょう

に効果
こ う か

があります。読
よ

めない

のに書
か

いても効果
こ う か

は上がりません。「読
よ

める」→「書
か

ける」へと力
ちから

を付
つ

けていきましょう。 

２ 発展編
はってんへん

では，基礎編
き そ へ ん

で身
み

に付
つ

けた語句
ご く

や基
き

本文
ほんぶん

をもとに，自分
じ ぶ ん

でオリジナル問題
もんだい

を解
と

けるようにしま

しょう。 

① 繰
く

り返
かえ

し音読
おんどく

しよう。 

② 書
か

く練習
れんしゅう

を繰
く

り返
かえ

して，粘
ねば

り強
づよ

く少
すこ

しずつ覚
おぼ

えよう。 

③ 練習
れんしゅう

問題
もんだい

に取
と

り組
く

み，丁寧
ていねい

に答
こた

え合
あ

わせをして実力
じつりょく

を付
つ

けよう。 

音
読

お
ん
ど
く 

語
句

ご

く 

教科書
きょうかしょ

本文
ほんぶん

をゆっくり読
よ

む。 教科書
きょうかしょ

本文
ほんぶん

をすらすら読
よ

む。 

本
文

ほ
ん
ぶ
ん 

ス
ペ
シ
ャ
ル 

ノートに単語
たんご

を 一 行
いちぎょう

ずつ書
か

く。（意味
い み

は一 回
いっかい

でよい。）＋単語
たんご

や語句
ご く

を使
つか

った例 文
れいぶん

を書
か

く。 

ノートに教科書
きょうかしょ

の本文
ほんぶん

を書
か

く。 
ノートに教科書

きょうかしょ

本文
ほんぶん

を書
か

き… 

① 英語
え い ご

の次
つぎ

に日本語
に ほ ん ご

を書
か

く。 

② 一文
いちぶん

ずつ覚
おぼ

えて書
か

く。 

③ 重要
じゅうよう

部分
ぶ ぶ ん

に線
せん

・印
しるし

を付
つ

けてチェックする。 

ワーク・プリントなどの問題
もんだい

を解
と

いた後
あと

で… 

① 間違
ま ち が

えた問題
もんだい

をもう一度
い ち ど

解
と

いてみる。 

② 疑問
ぎ も ん

に思
おも

った部分
ぶ ぶ ん

には付箋
ふ せ ん

を付
つ

け，先生
せんせい

に分
わ

かるまで質問
しつもん

してみる。 

③ 自分
じ ぶ ん

のオリジナル問題
もんだい

を作
つく

る。（問題
もんだい

を作成
さくせい

する過程
か て い

が，とてもよい勉強
べんきょう

になります。） 

中学生編 
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６ 保護者の皆様へ 

① 発音
はつおん

やイントネーションを意識
い し き

して，暗唱
あんしょう

できるま

で音読
おんどく

しよう。 

② 単語
た ん ご

や文
ぶん

をテスト形式
けいしき

でチェックしよう。 

③ 自分
じ ぶ ん

だけのオリジナルノートを作
つく

ろう。 

中学生編 

音
読

お
ん
ど
く 

語
句

ご

く 

教 科 書
きょうかしょ

本 文
ほんぶん

を 暗 唱
あんしょう

する。 感 情
かんじょう

を込
こ

めて 暗 唱
あんしょう

する。 

本
文

ほ
ん
ぶ
ん 

ノートで単語
たんご

の自己
じ こ

テストをする。（間違
まちが

ったところは直
なお

して 練 習
れんしゅう

） 

日本語
に ほ ん ご

を参考
さんこう

に英文
えいぶん

を書
か

く。 

① 教科書
きょうかしょ

本文
ほんぶん

の意味
い み

をノートに書
か

く。 

② ノートの日本語
に ほ ん ご

を参考
さんこう

に英文
えいぶん

を書
か

く。 

③ 教科書
きょうかしょ

で英文
えいぶん

を確認
かくにん

する。 

教科書
きょうかしょ

本文
ほんぶん

を覚
おぼ

えて… 

① ノートに書
か

く。 

② 教科書
きょうかしょ

で英文
えいぶん

を確認
かくにん

する。 

授業
じゅぎょう

のノートを自分
じ ぶ ん

でまとめ直
なお

す！   ［ノート例
れい

］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペシャル 

教科書
きょうかしょ

本文
ほんぶん

 

 本文
ほんぶん

を発展
はってん

させ，

自分
じ ぶ ん

の身近
み ぢ か

な 場面
ば め ん

や

状況
じょうきょう

を設定
せってい

して書
か

い

た文
ぶん

になります。 

発展編
はってんへん

 

 自分
じ ぶ ん

で作
つく

った文
ぶん

に

対
たい

するＱ＆Ａ 

・ 家
いえ

の人
ひと

や先生
せんせい

，友
とも

だ

ちに出題
しゅつだい

してもらっ

てもいいでしょう。 

新出
しんしゅつ

単語
た ん ご

の練習
れんしゅう

 

・ 覚
おぼ

えにくい単語
た ん ご

は，複
ふく

数回
すうかい

書
か

いて覚
おぼ

えよう。 
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 【一日
いちにち

の生活
せいかつ

スケジュール】 

  部活
ぶ か つ

や習
なら

い事
ごと

など，一日
いちにち

の大半
たいはん

を学校
がっこう

で過
す

ごす中学生
ちゅうがくせい

にとって，家
いえ

に帰
かえ

ってからの時
じ

間
かん

の使
つか

い方
かた

は大変
たいへん

重要
じゅうよう

です。 

  全国的
ぜんこくてき

な統計
とうけい

調査
ちょうさ

によると，中学生
ちゅうがくせい

の宿題
しゅくだい

以外
い が い

の平均
へいきん

家庭
か て い

学習
がくしゅう

時間
じ か ん

は，年々
ねんねん

増加
ぞ う か

し 

ています。自分
じ ぶ ん

に合
あ

った生活
せいかつ

の仕方
し か た

を工夫
く ふ う

しましょう。 

  ＜パターン①：夜型
よるがた

＞ 

  18:00  19:00  20:00  21:00  22:00  23:00   0:00   1:00   2:00 

 

 
 

  ＜パターン②：朝型
あさがた

＞ 

  18:00  19:00  20:00  21:00 ～～～  3:00   4:00   5:00   6:00 

 

 

 

 【先輩
せんぱい

からの声
こえ

】 

みなさんの先輩
せんぱい

の高校生
こうこうせい

は，毎日
まいにち

の授業
じゅぎょう

の受
う

け方
かた

や家庭
か て い

学習
がくしゅう

，そして計画
けいかく

を立てて

勉強
べんきょう

することの大切
たいせつ

さを，高校
こうこう

に入
はい

ってから感
かん

じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学生の保護者の皆様の支援について】 

○ 中学生は，義務教育の集大成となる大切な時期です。中学３年間で，進路の決定はもち

ろんのこと，子供に応じた学習スタイルの確立が必要になります。これまでのように，常

に寄り添うのではなく，自立させるために，一人で頑張らせる部分と，傍にいて頑張りを

認める部分をそれぞれ取り入れながら，子供の意欲を高めてあげてください。 

○ 将来の夢やなりたい職業について興味・関心が高まる時期です。家庭でも，将来のこと

や進路のことなど，子供と話し合ってみてください。保護者が自分の中学校時代を振り返

り，昔の夢や目標について語ることも子供にとっては非常に貴重な時間となります。 

＜やっておけばよかったこと＞ 

・ 毎日
まいにち

2時間
じ か ん

，自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

をする習慣
しゅうかん

を付
つ

けて

おけばよかった。 

・ 先生
せんせい

に言
い

われたことをしっかりとやってお

けばよかった。 

・ 黒板
こくばん

を写
うつ

すだけでなく，先生
せんせい

の発言
はつげん

もメモ

する癖
くせ

を身
み

に付
つ

けておけばよかった。 

・ 学習
がくしゅう

する時
とき

に，計画
けいかく

を立
た

てながら進
すす

めてい

く習慣
しゅうかん

を付
つ

けておけばよかった。 

・ 中学校
ちゅうがっこう

で習
なら

うことは，確実
かくじつ

に身
み

に付
つ

けてお

けばよかった。 

＜やっていてよかったこと＞ 

・ 自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

ノートをやっていてよかった。 

・ 自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

・授業中
じゅぎょうちゅう

のノート作
づく

りを毎日
まいにち

頑張
がんば

っ

ていたので，高校
こうこう

に入
はい

ってから役
やく

に立
た

った。 

・ 勉強
べんきょう

時間
じ か ん

を確保
か く ほ

できる習慣
しゅうかん

が付
つ

いていたの

で，高校
こうこう

に入
はい

ってから無理
む り

をする必要
ひつよう

がなくて

楽
ら く

だった。 

・ 毎日
まいにち

4時間
じ か ん

勉強
べんきょう

する目標
もくひょう

を立
た

てていたのが

役
やく

に立
た

った。 

４ 中学生
ちゅうがくせい

の皆
みな

さんへ 

帰宅 夕食・自由 家庭学習時間 就寝

帰宅 夕食・自由 就寝～ ～就寝 家庭学習時間
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６ 枕崎市内の小・中学生の学習の様子について！（令和３年度の２回の調査結果より） 

家庭での過ごし方に関するアンケート結果より 

 令和３年度の７月と１２月に，枕崎市の全小・中学校の児童生徒を対象に行った家庭での

過ごし方に関するアンケートの調査結果です。 

（１）１日当たりの家庭学習時間（塾や学童での学習時間も含む）の達成率 

学   年 ７月達成率 １２月達成率（７月との比較） 

小学校１・２年（４０分） 63%   75% ↑+12%◎ 

小学校３・４年（６０分） 46% 53% ↑+ 7% 

小学校５・６年（９０分） 23% 25% ↑+ 2% 

中学校１～３年（１２０分） 27% 31% ↑+ 4% 

 ○ 家庭学習については，小学生中学年以上で目標時間を達成している割合が低い傾向に 

あります。このことについては，家庭の中でどのように学習時間を確保していくのかと 

いうことが重要になってきます。そのために，普段の生活時間を子供自身に振り返らせ， 

学習時間以外の時間の使い方についてしっかりと考えさせていきましょう。 

（２）宿題だけではなく，自主学習に取り組んでいる割合 

学   年 ７月割合 １２月割合（７月との比較） 

小学校１・２年 26%   41% ↑+15%◎ 

小学校３・４年 23%   34% ↑+11%◎ 

小学校５・６年 24%   40% ↑+16%◎ 

中学校１～３年 46%   65% ↑+19%◎ 

 ○ 自主学習に取り組んでいる割合が小学生は全体的に低いことから，家庭学習が「教師

から与えられた課題」に取り組むだけのものになりやすい傾向にあることが分かります。 

「自学ノート」を使った学習については，この「まくらざき家庭教育手帳」などを参

考にしながら，子供たちと一緒に確認をしてみてください。 

（３）自分から「メディアコントロール」に取り組んでいる割合 

学   年 ７月割合 １２月割合（７月との比較） 

小学校１・２年 70%   65% ↓- 5%▲ 

小学校３・４年 59%   57% ↓- 2%▲ 

小学校５・６年 50% 55% ↑+ 5% 

中学校１～３年 42%   39% ↓- 3%▲ 

 ○ ７月と１２月の結果から，「メディアコントロール」に進んで取り組んでいる子供の 

割合は，学年が上がるごとに低くなる傾向にあることが分かります。家庭学習の時間や 

家族との団らんの時間，そして，「家読」の時間をしっかりと確保するという点からも， 

今後も子供たちに「メディアコントロール」の大切さについて繰り返し呼びかけていく 

必要があります。 

※ コロナ禍により，「メディア機器」触れる時間が長くなっていませんか？ 

   → 「メディア機器」に触れる時間を，セルフコントールできるようにしましょう。 

【家庭学習の充実に向けて③】 
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書 い て

か い て

み よ う ② ！ 「 一 週 間

い ち し ゅ う か ん

の 生 活

せ い か つ

リ ズ ム チ ェ ッ ク シ ー ト 」  
小 学 生

し ょ う が く せ い

は 「 家 庭

か て い

学 習

が く し ゅ う

強 調

き ょ う ち ょ う

週 間

し ゅ う か ん

」 、 中 学 生

ち ゅ う が く せ い

は 「 テ ス ト 期 間

き か ん

」 に 合
あ

わ せ て 、 学 期

が っ き

に 一 回

い っ か い

、 家
い え

で の 過
す

ご し 方
か た

を チ

ェ ッ ク し て み よ う 。 一 週 間

い ち し ゅ う か ん

の 生 活

せ い か つ

の リ ズ ム を 調
し ら

べ た ら 、 家 族

か ぞ く

で 振
ふ

り 返
か え

っ て み よ う 。  
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○ 「黒島
くろしま

流
なが

れ」を知
し

っていますか？ 

「鰹節
かつおぶし

は，いいやはんかなあ。枕崎
まくらざき

の鰹節
かつおぶし

は，いいやはんかなあ。」 

今
いま

は，ほとんど見
み

られなくなりましたが，明治
め い じ

時代
じ だ い

から続
つづ

いてきた鰹節
かつおぶし

のバラ売
う

りの声
こえ

です。もちろん売
う

られている鰹節
かつおぶし

は枕崎産
まくらざきさん

。枕崎
まくらざき

の鰹節
かつおぶし

生産
せいさん

は日本一
にほんいち

ですが，そのかげ

には，これまでの枕崎
まくらざき

における海
うみ

の事故
じ こ

の中
なか

で最大
さいだい

の悲劇
ひ げ き

と言
い

われる「黒島
くろしま

流
なが

れ」の物語
ものがたり

 

があります。 

明治
め い じ

２８年
ねん

７月
がつ

２４日
にち

，台風
たいふう

が去
さ

った後
あと

の黒島
くろしま

の人々
ひとびと

は，海岸
かいがん

をうめつくす数々
かずかず

の死体
し た い

に

「これは大変
たいへん

なことになった。」と大騒動
おおそうどう

になりました。向
む

こうの岩場
い わ ば

にはこわれた船
ふね

が打
う

ち上
あ

げられ，遭難
そうなん

した人々
ひとびと

の姿
すがた

が小
ちい

さく見
み

えます。 

「さあ，急
いそ

いで助
たす

けに行
い

こう。」 

黒島
くろしま

の若者
わかもの

たちは，ひもや縄
なわ

などを持
も

って断崖
だんがい

絶壁
ぜっぺき

の岩場
い わ ば

に降
お

りていきました。降
お

りるだ

けでも大変
たいへん

な崖
がけ

を，大
おお

けがをした人
ひと

や今
いま

にも死
し

にそうな人
ひと

を背負
せ お

って登
のぼ

り，ようやく家
いえ

まで

連
つ

れて帰
かえ

りました。そして，みんなで協 力
きょうりょく

し合
あ

って，けがの手当
て あ て

や食事
しょくじ

の世話
せ わ

をしたので

す。当時
と う じ

，枕崎
まくらざき

にいた 鰹
かつお

船
せん

６０せきのうち約
やく

半数
はんすう

が遭難
そうなん

し，死者
し し ゃ

は枕崎
まくらざき

だけでも４１１

人
にん

に上
のぼ

る大惨事
だいさんじ

でした。 

当時
と う じ

，６歳
さい

だった日
ひ

高
だか

キクさんは，島
しま

での模様
も よ う

を次
つぎ

のように話
はな

されています。 

「その時
とき

は，枕崎
まくらざき

の人
ひと

たちがたくさん亡
な

くなった。体
からだ

が松
まつ

の木
き

に引
ひ

っかかって助
たす

かった人
ひと

 

もいたという。黒島
くろしま

の人
ひと

たちは大変
たいへん

心配
しんぱい

し，苦労
く ろ う

もした。助
たす

かった人
ひと

に，おかゆを持
も

って 

いった事
こと

を覚
おぼ

えている。私
わたし

の家
いえ

に避難
ひ な ん

して宿
やど

にした枕崎
まくらざき

の人
ひと

は，１０人
にん

くらいだった。 

枕崎
まくらざき

のことを知
し

ろう 
枕崎
まくらざき

のことをいろいろ調
しら

べ

てみよう！ 
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皆
みな

さんにからいもを煮
に

て食
た

べさせた。」 

その頃
ころ

黒島
くろしま

では，「ご用心
ようじん

米
まい

」と言
い

って船
ふね

の遭難
そうなん

や重 病 人
じゅうびょうにん

が出
で

た時
とき

などいざという時
とき

の

ために，非常食
ひじょうしょく

として米
こめ

を 蓄
たくわ

えておく習慣
しゅうかん

がありました。でも，黒島
くろしま

は山地
さ ん ち

が中心
ちゅうしん

で，

米
こめ

は少
すこ

ししかとれないため，普段
ふ だ ん

はからいもや粟
あわ

などを食
た

べていました。黒島
くろしま

の皆
みな

さんは，

けがをした人
ひと

たちのために，その大事
だ い じ

な米
こめ

を出
だ

し合
あ

って，枕崎
まくらざき

から助
たす

けが来
く

るまで世話
せ わ

を

続
つづ

けました。そのお陰
かげ

で助
たす

かった３０人
にん

余
あま

りは，すっかり元気
げ ん き

になり，枕崎
まくらざき

に帰
かえ

ることが

できたのでした。 

この海難
かいなん

事故
じ こ

が「黒島
くろしま

流
なが

れ」です。枕崎
まくらざき

の人々
ひとびと

は心
こころ

から感謝
かんしゃ

しました。その恩
おん

に報
むく

いる

ために，黒島
くろしま

の方々
かたがた

が枕崎
まくらざき

に来
こ

られると宿
やど

を提
てい

供
きょう

したり，接待
せったい

したりして交流
こうりゅう

を深
ふか

めた

と言
い

われています。また，この時
とき

，父
ちち

や 夫
おっと

を亡
な

くし，生活
せいかつ

を支
ささ

える 収 入
しゅうにゅう

を無
な

くした女性
じょせい

も多
おお

くいました。その女性
じょせい

たちが，悲
かな

しみのどん底
ぞこ

から立
た

ち上
あ

がるために始
はじ

めた，家々
いえいえ

を訪
たず

ねて鰹節
かつおぶし

を売
う

り歩
ある

くやり方
かた

は「鰹節
かつおぶし

の行 商
ぎょうしょう

」と言
い

われ，枕崎
まくらざき

の鰹節
かつおぶし

の名前
な ま え

を鹿児島
か ご し ま

県内
けんない

をはじめ，遠
とお

く宮崎
みやざき

や熊本
くまもと

までも広
ひろ

めたのです。 

今
いま

，毎年
まいとし

計画
けいかく

されている「少年
しょうねん

の船
せん

」での黒島
くろしま

との交流
こうりゅう

には，このことを次
じ

世代
せ だ い

に語
かた

り

継
つ

ぎ，遭難
そうなん

された方々
かたがた

の 魂
たましい

を慰
なぐさ

めるとともに，黒島
くろしま

の方々
かたがた

への感謝
かんしゃ

を忘
わす

れないようにし

ようという願
ねが

いが込
こ

められています。 

 
 

 

 

 

 

 

枕崎
まくらざき

の歴史
れ き し

や伝統
でんとう

を知
し

る体験
たいけん

事業
じぎょう

に参加
さ ん か

しよう！ 

①「少年
しょうねん

の船
ふね

」 

令和
れ い わ

４年
ねん

５月
がつ

１５日
にち

（日
にち

）[小学生
しょうがくせい

以上
いじょう

対象
たいしょう

] 

②「かつお釣
つ

り体験
たいけん

アドベンチャー」 

令和
れ い わ

４年
ねん

７月
がつ

２６日
にち

（火
か

）[
［

中学生
ちゅうがくせい

対象
たいしょう

] 
枕崎駅前
まくらざきえきまえ

にある親子
お や こ

行 商
ぎょうしょう

の像
ぞう
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令和４年度 生涯学習課関係の行事について 

１ ＰＴＡ関係行事 

（1）市Ｐ連関係行事（市Ｐ連事務局：別府小学校） 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

4 21 木 市Ｐ連運営委員会 枕崎市市民会館 

5 13 金 市Ｐ連評議員会（中止）※書面にて 枕崎市市民会館 

12 10 土 市Ｐ連研究委嘱公開（立神中） 立神中学校 

（2）地区Ｐ連関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

5 19 木 地区Ｐ連理事会 南さつま市民会館 

5 24 火 地区Ｐ連総会（午後） 〃 

6 29 水 地区Ｐ役員研修会 枕崎市市民会館 

10 18 火 地区Ｐ会員等教育講演会 南さつま市いにしえホール 

(3) 県Ｐ連関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

6 4 土 県Ｐ連定期総会 ウェルビューかごしま 

11 15 火 県Ｐ連評議員研修会 〃 

2 4 土 県Ｐ研究委嘱公開 指宿市民会館 

(4) 県民大学講座・人権問題啓発研修会 → 各小・中学校の家庭教育学級に関係する行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

8 29 月 人権問題啓発研修会 枕崎市市民会館大ホール 

9 13 火 県民大学講座（子育て講座）13:00～14:30 〃 

２ 中生連関係行事（中生連事務局：枕崎中学校） 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

5 20 金 第 1回常任委員会・顧問会 枕崎中学校 

5 25 水 弁論大会運営委員会（国語部） 枕崎市市民会館１階和室 

7 1 金 中学生弁論大会 枕崎市市民会館大ホール 

10 21 金 第 2回常任委員会・顧問会 枕崎中学校 

1 20 金 第 3回常任委員会・顧問会 〃 

３ ジュニア・リーダーと子ども会関係行事 

(1) 市関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

4 14 木 第 1回市子連理事会 枕崎市市民会館 

5 6 金 市子連総会（中止）※書面にて 〃 

7 7 木 第 2回市子連理事会 〃 

11 15 火 第 3回市子連理事会 〃 

11 19 土 市子ども会大会 別府小学校 
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1 3 火 市「二十歳のつどい」（仮称） 枕崎市市民会館 

2 22 水 第 4回市子連理事会 〃 

3 4 土 子ども会新育成会長･インリーダー研修会 〃 

3 12 日 市生涯学習フェスティバル 〃 

 (2) 地区関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

5 17 火 第 1回地区子連運営委員会・総会 指宿市ふれあいプラザなのはな館 

9 4 日 地区子ども会大会/育成者･指導者研修会 知覧文化会館 

11 27 日 地区ジュニア・リーダー研修会 南さつま市民会館 

12 3 土 地区子ども会安全教育研修会・創作活動大会 指宿市開聞総合体育館 

1 6 金 第 2回地区子連運営委員会 サンフレッシュ枕崎 

 (3) 県・九州地区関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

6 3 金 県子連総会/指導者･育成者大会 県青少年会館 

6 12 日 第 1回県ジュニア・リーダー研修会 県民交流センター 

7  3 日 県子ども会安全啓発初級指導者養成研修会 〃 

8 11 木 九州地区子ども会/ジュニア・リーダー大会（熊本大会） 葦北郡:8/13(土)まで 

8 24 水 県合同ジュニア・リーダー及び高校生クラブ等交流大会 青少年研修センター:8/25（木）まで 

1 22 日 第 2回県ジュニア・リーダー研修会 県民交流センター 

４ 市民あいさつ運動  

回 月 日 曜日 Ａ Ｂ 回 月 日 曜日 Ａ Ｂ 

1 4 15 金 枕小 桜小 7 10 14 金 立小 別小 

2 5 20 金 桜中 枕中 8 11 18 金 別中 立中 

3 6 17 金 別小 立小 9 12 16 金 枕小 桜小 

4 7 15 金 立中 別中 10 1 20 金 桜中 枕中 

5 8 19 金 桜小 枕小 11 2 17 金 別小 立小 

6 9 16 金 枕中 桜中 12 3 17 金 立中 別中 

５ 青少年育成関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

7 26 火 かつお釣り体験アドベンチャー本研修 枕崎港 

7 30 土 少年野球大会（1日目） 枕崎市営野球場･塩浜運動場 他 

7 31 日 少年野球大会（2日目） 〃 

６ 青少年交流関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

5 15 日 少年の船（中止） 枕崎港⇔三島村（黒島） 

8 5 金 青少年稚内交流派遣事業 枕崎市⇔稚内市:8/8(月)まで 
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◎ ｢週休２日｣～部活動や少年団～！！ 
  中学校の部活動は，「平日週１日及び土日のうち１日，合わせて週 2 日以上の休養日を
設定する」，活動時間は，「長くとも平日では２時間程度，学校の休業日（学期中の週末を
含む）は３時間程度とする」が原則です。 

  適度な休養による心身のリフレッシュは，技能や競技力の向上に不可欠です。部活動は
中学校生活の中でも大きなウエイトを占めるものですが，怪我やオーバーワークによる慢
性的な疲労によって，つらいだけの思い出にならないようにしたいものです。 

  また，小学校の少年団活動については、子供たちの発達段階を考 
慮し，鹿児島県体育協会が「週 3 回以内，１日２時間以内の活動が 
原則」と定めています。 

 

 

 

◎ 「ヘルメット着用」と「保険加入」は義務！！  

  「かごしま県民のための自転車の安全で適正な利用に関する条例」（平成 29 年施行）

では，下記のように定められています。 

 
項 内         容 

交通安全教育・啓
発 

○保護者や学校は，自転車利用に関する技能と知識の習得をさ
せる。 

自転車の適正利
用 

○車両であることを自覚し，点検整備や盗難防止，防犯登録を
行う。 

乗車用ヘルメッ
トの着用 

○保護者は，中学生以下の子にヘルメットを着用させる義務が
ある。 

自転車損害賠償
保険等への加入 

○自転車利用者は，保険に加入する義務がある。 
（実質保護者の義務になります。） 

 

 

◎ 枕崎市校外生活指導連絡会より重要なお知らせ！！ 

 

    「インターネット環境機器の使用は午後９時までとする。」   
 

 枕崎市校外生活指導連絡会では，子供たちを取り巻くネット環境から子供を守るために，共通

理解事項として「インターネット環境機器の使用は午後９時までとする」と決めています。 

  「メディアコントロール」と「ノーメディア」に市内一斉，全ての小学生・中学生が取り組んで

いきましょう。 

  ※ メディア機器の使い方をセルフコントロールできるようにすること 

が大切です。 

親として知っておきたいこと 


